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 安積高校のＳＳＨ第２期は、入学時から全員がＳＳＨの活動に取り組んだ１３５期生の今春の卒業を

もって基本的な形ができあがりました。引き続き今年度、再来年度と、本校に関わる全員で、安積高校の

ＳＳＨをさらによいものにすべく取り組んでいきましょう。 

 まず４月２２日（金）の全学年でのポスターセッションですが、これは元々は昨年度末に地震の影響も

あり中止になった企画でした。しかし、形は多少異なるものの、発表会を経験すれば、１、２年生は今年

１年間の「ＳＳ探究Ⅰ」や「ＳＳ探究Ⅱ」で取り組むことのイメージをつかめます。また、３年生は「Ｓ

Ｓ探究Ⅱ」の論文作成に向けての最終確認ができると考え、実施することになりました。教室の移動が制

限されているため窮屈な部分もあるかと思いますが、発表を聞き、お互いに質疑応答をしながら充実した

時間になるようにしましょう。 

 科学技術振興機構（ＪＳＴ）が支援する令和４年度の国際科学技術コンテストには、７つの科学オリン

ピックと１つの課題系コンテスト（支援を終えているものを含めると２つ）があります。毎年全国の多く

の高校生（中学生）が参加しているオリンピックやコンテストですが、本校には複数の大会に挑戦する生

徒も多く、昨年度はメダリスト（地理）が誕生したり入賞（ＪＳＥＣ）したりと実績も十分です。 

 今年度も皆さんの積極的な参加を期待します（勘違いしている人もいるかもしれませんが、対象は本校

生全員です。ＳＳクラスかどうかは参加に関係ありません！）。取り組みが充実したものとなるよう、本

校ではＳＳＨ指定校であることの強みを生かし、情報の共有化や公式ガイドブックなどの購入もしていま

す。少しでも興味があれば、本校で「窓口」となっている先生方に聞いてみてください。科学技術振興機

構のＷＥＢサイト http://www.jst.go.jp/cpse/contest/ （右上のＱＲコード）も参考になります。 

 本校ＳＳＨの取り組みや成果を、校内のみならず外部にも広く発信していきます。各クラスの探究係

（委員）やＳＳクラスの皆さんを中心に、生徒・教員みんなで作り上げていきます。こうご期待！ 

 全クラスの探究係（１名でも可）は、４／２６（火）１６：２０に第一会議室に集合してください。 


